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　未曽有の東日本大震災が起きたのは，2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分のことであった．
その直後に大量の放射性物質の漏洩を伴う東京電力福島第一原発事故が発生した．本書
はそれから５年後の 2016 年 10 月 4 日にカトリック中央協議会より刊行された．
　本書刊行の動機，経緯については「あとがき」に次のように記されている．すなわち，



















話への道筋を求めて」，「あとがき」，「索引」から構成されており，第 1 部は第 1 章「核
エネルギー（原子力）の利用と被曝の歴史」，第 2 章「福島第一原発事故と人間」，「第
1 部補足解説」，第 2 部は第 1 章「放射線，核エネルギー，原子力発電」，第 2 章「原
子力発電の問題点」，第3章「福島第一原発事故――圧倒的な災害」，「第2部補足解説」，
第 3 部は第 1 章「核エネルギー利用についての倫理」，第 2 章「他教会・他宗教の視
















　『ラウダート・シ』は 2015 年 5 月に公布されたフランシスコ教皇による回勅であ







































































　なお，本書第 3 部第 3 章の最後には「自然エネルギーの可能性」が「キリスト教的
清貧」の精神との関わりから論じられ，「清貧」とは，何も「不便な生活への後退で
はなく，むしろ人間とその社会にとって，新たな豊かさと統合に向けられる前進」で
あり，「消費欲を超えた，本当の意味で心の平和を生きること，生命の深みに対する
驚嘆を伴うバランスの取れた喜ばしい生き方」として，「清貧」生活のすすめが提言
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される．
　いずれにせよ，私たちは改めて，こうした「清貧」の精神を共有した上で，福島原
発事故が私たちに突き付ける根深い問題に対して，真摯に立ち向かわなければならな
いであろう．
　（有光隆司）
